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1 はじめに

本文書は Utf82TEXとその関連ツールの機能仕様，インストール，利用方法について示す．

Utf82TEXは，UTF-8文字テキストを pTEXで利用可能な形式に変換するプログラムである．pTEXで処

理することを想定しつつ，TEX文書を主要ヨーロッパ言語の本来の姿で記述することを目的としている．西

欧語，ロシア・東欧語，北欧語，教会スラヴ語を含むほとんどのキリル諸言語，複式アクセント文字からなる

古典ギリシア語，中国語，韓国語をカバーしている．

Utf82TEXは UNIX・Windowsコマンドラインから直接 utf82tex コマンドを発行して多言語テキスト

を変換することを基本インタフェースとする．またいくつかのエディタ・アプリケーションのバックエンドと

して利用するための追加ユーティリティを備えており，GNU Emacs・Windows Meadow，Windows 秀丸エ

ディタ，Mac OS X Jedit X，TEXShopにおいて編集中の多言語テキストの変換操作をサポートしている．

パッケージは Perl言語で記述された本体プログラムと，これを GNU Emacs上で操作するための Elispプ

ログラム，秀丸エディタ用マクロ・Javaクラスライブラリ，Jedit X・TEXShop用 AppleScript，その他ユー

ティリティからなる．パッケージ最新版は http://yasuda.homeip.net/dl/dl.html「TEX関連ツー

ル」からダウンロードできる．

2 開発の背景

日本語混在の多言語 TEX 文書を作成する場合，いちばん困るのはロシア語，フランス語などの非 ASCII

コードの言語をすべて ASCIIコードで表現せざるをえないことである．“� l‰bl‰ vas.”というロシア語は，

ローマントランスクリプションによって，“YA lyublyu vas.” などと記述する．同様にフランス語 “Ça,

déjeunons!”は “\c Ca, d\’ejeunons!”と．これでは面倒だし，直感的でないがゆえに，スペルミスなど

誤りも多くなると考えるのは筆者だけではないはずだ．

多言語 TEX 文書を多言語コード Unicode で記述する試みに Omega（Lambda），X ETEX がある．しかし

ながらこれらは，Babelその他の言語パッケージのフォント／ハイフネーション環境との互換性，和文組版品

質において，筆者の知る範囲では，まだ完成の域には達していないようである．LATEX2εの枠組においては，

unicodeパッケージ，CJKパッケージ，Babelパッケージを併用する和文混在多言語組版方法もあり，これ自

体たいへん高機能ではあるけれども，設定が面倒でもあり，縦組の品質がいまひとつであるなど和文の扱いに

制限があるようだ．ある程度広範囲の外国語が混在した TEX文書を欧文正書法に準拠しつつ作成したいけれ

ども，なにより和文がきちんと組めないと困る．

このような状況において，多言語を直接 TEX原稿に記述し，なおかつ pTEX資産を引き継いだ形で多言語

TEXを実現するという課題解決のひとつとして Utf82TEXは開発された．

最近，Unicode対応版 pTEXについて個人による拡張に着目すべき試みがある．土村展之氏は 2006/8/27以

降の ptetex3で pTEX UTF-8対応パッチを公開している. *1 UTF-8文書をコンパイルするには --kanji=

utf8オプション付きで platexコマンドを起動する. \usepackage[utf8]{inputenc}をプリアンブ

ルで指定しておけば，ドイツ語，フランス語などのメジャーなラテン文字言語なら UTF-8直接入力で処理で

きるようになった．

*1 http://www.nn.iij4u.or.jp/~tutimura/tex/ptetex.html
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また，2007/3/8 ttk氏によって upTEX/upLATEXが公開された．*2 これは土村氏 ptetex3の Unicode対応

をさらに推し進めて，pTEX内部の Unicode化を果たしたディストリビューションである．\kcatcode プ

リミティブの拡張, \disablecjktokenプリミティブの追加によって，欧文と和文 (漢字) の制御を試みて

いる．upTEX/upLATEXは，ptetex3では和文扱いとなってしまうロシア語やギリシア語についても，フォン

ト・正書法に関しきちんと欧文として処理し分けられるようにしただけでなく，CJK Extensionにある文字

種をサポートしており日中韓の文字空間を大幅に拡張している．

こうした pTEXそのものの Unicode対応の進展とともに，Utf82TEXプリプロセッサの意義は薄らぎつつ

ある．けれどもタイ語など非 Unicodeエンコーディングで組版しなければならない言語パッケージもまだ存

在しているし，上記 Unicode対応の試みが UNIX以外のプラットフォームにも広がり，定着するにはもう少

し時間がかかりそうである．アスキー pTEXをベースとした過去の資産をこれまで通りに利用できる，という

意味において Utf82TEXはまだ余命を保っているといえるかも知れない．

3 機能仕様

3.1 機能概要

Utf82TEXは UTF-8でエンコードされたファイルを標準入力から読み込み，pLATEX2εで処理可能な文字，

コントロールシーケンス（命令）に変換して標準出力に書き出す，言わばプリプロセッサである．以下の機能

説明で「［標準］」としるした機能はオプション指定なしに実現されるものであることを示す．「［ -x オプ

ション］」としたものは “-x”実行オプション指定で働くものである．

3.1.1 標準変換機能

Latin-1，Latin-2 のラテン文字及び Unicode Cyrillic U+0400–04FF*3，Greek and Coptic U+0370–

03FF*4，Greek Extended U+1F00–1FFF*5 で定義されているキリル文字，ギリシア文字を，ローマントラ

ンスクリプション，もしくは TEXシンボル（テキスト）命令に変換する．コプト文字，一部のアクセント単

体・記号類はサポートしていないものもある．システム標準変換テーブル（euro-tbl）に依って変換する．

［標準］

3.1.2 ドイツ語変換機能

ラテンアクセント付き文字のうち，ÄäÖöÜüßをそれぞれ "A"a"O"o"U"u"sのように \なしで出力する．

［ -g オプション］

3.1.3 BibTEX変換機能

BibTEX ではラテンアクセント付き文字 á を \’a と記述するとエラーとなるが，ブレースで囲むとこれ

を回避できる場合がある．本ホプションは，ブレースを付加して出力する．例えば á を {\’a} に変換する．

［ -b オプション］

*2 http://homepage3.nifty.com/ttk/comp/tex/uptex.html
*3 http://www.unicode.org/charts/PDF/U0400.pdf
*4 http://www.unicode.org/charts/PDF/U0370.pdf
*5 http://www.unicode.org/charts/PDF/U1F00.pdf
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3.1.4 Unicode CJK漢字変換機能

JIS第一・第二水準に含まれない Unicode CJK統合漢字を，日中韓 OTFシーケンス変換（項 3.1.9・7頁，

項 3.1.10・7頁参照）の指定に応じて，\UTFx{UCS2十六進数形式}ないし \CIDx{CID番号}形式に変換

して出力する． \UTFx\CIDxは齋藤修三郎氏による OTFパッケージの提供するコントロールシーケンスで

ある（本稿では以下「OTFシーケンス」と称する場合がある）．Unicode CJK統合漢字について Utf82TEX

は U+20000以上のサロゲートペア領域にある拡張 B漢字を 1,939文字サポートしている．［標準］

変換に際して Utf82TEX は，拡張変換テーブル，システム標準変換テーブル（euro-tbl），CJK 変換

テーブル（cjk-tbl）の順にテーブルを参照する．CJK 変換テーブルは CJK 統合漢字について，UCS

コードに対して日本語，中国語簡体字，中国語繁體字，韓国語それぞれの CID 番号を保持している．本

テーブルの構築において，文献［1，2，3，4］，並びに Adobe Systems Incorporated.提供の CMapファイル

（UniJIS-UTF16-H，UniGB-UTF16-H，UniCNS-UTF16-H，UniKS-UTF16-H），角藤亮氏作成コード

変換プログラム utf8toutf.cを参照した．

Unicode エリアに対する Utf82TEX の CJK 変換テーブルに基づいた変換仕様について，表 1（6 頁）に

示す．

3.1.5 ハングル変換機能

ハングルと判断できる Unicode文字を \UTFK{UCS2十六進数形式} 命令に変換する．表 1（6頁）参照．

［標準］

3.1.6 特殊異体字変換機能

“▼”を前置することによって，特殊異体字を出力できる場合がある．たとえば「▼吉」とすると，「𠮷」(吉

野家の土吉) に変換する（この「つちよし」は Unicode CJK統合漢字拡張 Bで定義されたもので，直接文字

「𠮷（U+20BB7）」が入力されても，Utf82TEXは「\CID{13706}」に変換する）．変換対象文字の場合，置

換テキストのみを出力し，“▼”は出力しない．変換はテーブルに依存する．登録文字の一覧を表 2（7頁）に

示す．登録基準はとくにない．筆者の選定に過ぎない．利用者の必要に応じて拡張変換テーブルとして異体字

登録を行うことを想定している．

システム標準変換テーブルの定義を図 1（8頁）に示す．c に続く文字が変換対象となる文字であり，その

すぐ右が変換後の文字シーケンスである．追加修正はシステム標準変換テーブル（euro-tbl），もしくは拡

張変換テーブルに対して，図 1に示した定義を真似て行えばよい．［標準］

3.1.7 タイ語変換機能

タイ語単語境界分割プログラム swath及び，コード変換プログラム iconvを使って，UTF-8タイ語テキ

ストを TIS-620タイ語文字コードに変換した上，単語境界（{\wbr}）を挿入し，「^^十六進数形式」に変換

する．例を図 2（9頁）に示す．「^^十六進数形式」とすることによって，本来 TIS-620でテキストを記述し

なければならないタイ語 ThaiLATEXが pTEXでも処理できるようになる*6．［ -t オプション］

*6 swath，ThaiLATEXの活用については「CJK，Unicode パッケージ，ロシア語多書体の利用」http://yasuda.homeip.net/
tex/cjk.htmlを参照．
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表 1 Unicode領域変換仕様

コード範囲 文字ブロック 変換仕様

1100 ～ 11FF Hangul Jamo（ハングル字母） \UTFK{十六進数形式}形式に変換．
2000 ～ 2FFF General Puctuation（一般句読

点）ほか各種記号
\UTFx形式に変換．ただし日本語 JISX 0208記
号はそのまま出力．

3000 ～ 303F CJK Symbols and Puctuation
（CJKの記号及び句読点）

CJK変換テーブルでヒットすれば \CIDx 形式，
ヒットしなければ \UTFx 形式に変換．ただし日
本語 JISX 0208句読点，記号はそのまま出力．

3040 ～ 30FF Hiragana, Katakana CJK 変換テーブルでヒットすれば \CIDx 形式
に変換，ヒットしなければそのまま出力．

3100 ～ 33FF Bopomofo, Hangul Compatibil-
ity Jamo, Kanbunほか CJK各
種記号，字母

ハングルは \UTFK 形式に変換．CJK 変換テー
ブルでヒットすれば \CIDx 形式，ヒットしなけ
れば \UTFx形式に変換．

3400 ～ 9FFF CJK Unified Ideographs（CJK
統合漢字，拡張 A）

CJK 変換テーブルでヒットすれば \CIDx 形式
に変換，ヒットしなければ日本語の場合そのまま
出力．中韓指定時は \UTFx形式に変換．

AC00 ～ D7A3 Hangul Syllables（ハングル音節
文字）

\UTFK形式に変換．

E800 ～ FAFF Private Use Area（私用領域）,
CJK Compatibility Ideographs
（CJK互換漢字）

CJK変換テーブルでヒットすれば \CIDx 形式，
ヒットしなければ \UTFx形式に変換．

FE20 ～ FE2F Combining Half Marks（半記号） CJK変換テーブルでヒットすれば \CIDx 形式，
ヒットしなければ \UTFx形式に変換．

FE30 ～ FE6F CJK Compatibility Forms
（CJK互換形）ほか

CJK変換テーブルでヒットすれば \CIDx 形式，
ヒットしなければ \UTFx形式に変換．

FF00 ～ FFEF Halfwidth and Fullwidth Forms
（半角・全角形）

CJK変換テーブルでヒットすれば \CIDx 形式，
ヒットしなければ \UTFx 形式に変換．ただし日
本語 JISX 0208句読点，記号はそのまま出力．

20000 ～ CJK Unified Ideographs（CJK
統合漢字拡張 B）

CJK 変換テーブルでヒットすれば \CIDx 形式
に変換，ヒットしなければ日本語の場合そのまま
出力．中韓指定時は \UTFx形式に変換．

0080 ～ 1FFF Latin-1 Supplementほか各国語
文字

各変換テーブルに基づいて変換．ヒットしない文
字はそのまま出力．

0000 ～ 007F Basic Latin（基本ラテン文字） そのまま出力．
上記以外 \UTFx形式に変換．

3.1.8 拡張変換テーブル追加機能

Utf82TEX では，利用者独自の文字変換を定義した拡張変換テーブルを追加できる．$UTF82TEXRC の

$EXT_DIR パラメータに指定したディレクトリ下に利用者作成のテーブルを格納し，-x オプション付きで

実行する．

パッケージには大友康寛氏*7 より提供されたグルジア語，ヴェトナム語及び機種依存文字の変換テーブルを

同梱している．［ -x オプション］

*7 http://www.klavis.info/
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表 2 特殊異体字変換

入力 出力 入力 出力 入力 出力 入力 出力 入力 出力 入力 出力

▼吉 𠮷 ▼高 髙 ▼崎 﨑 ▼碕 𥔎 ▼浜 濵 ▼濱 濵

▼角 ⻆ ▼第 㐧 ▼間 閒 ▼葛 葛 ▼芦 芦 ▼淫 婬

▼群 羣 ▼窓 窗 ▼翻 飜 ▼餅 餠 ▼略 畧 ▼隣 鄰

▼連 聯 ▼欲 慾 ▼糾 糺 ▼萌 萠

3.1.9 日中韓 OTFシーケンス変換機能（オプション指定）

CJK統合漢字を，オプション指定に応じて \UTFC・\CIDC（中国語簡体字），\UTFT・\CIDT（中国語繁

體字），または \UTFK・\CIDK（韓国語）の OTFシーケンスに変換する．日中韓テキストを同一フォントで

処理すると，Unicode CJK統合漢字仕様で同一コードポイントに割り当てられた文字で，かつ各国語表記で

微妙に字体の異なるものが，同一文字に包摂されて組版されてしまう．位置の異なる句読点も一律になってし

まう．本オプション変換を行うと，OTF機能の恩恵に与って，日中韓の字体・句読点を出力し分けることがで

きる．句読点は「。、．，」を対象とし，変換処理で直前に “\penalty10000”を挿入する．［ -c オプション］

3.1.10 日中韓 OTFシーケンス変換機能（制御タグ指定）

-c オプションでは CJK漢字全般に対し指定変換がひとしなみに適用されてしまう．これに対し，対象テ

キストをタグで明示することによって適用範囲／変換種別を制御することができる．<utf82tex_x> タグ

以降の漢字を \UTFx{UCS2十六進数}に変換する．すなわち，xの値が c，t，kによってそれぞれ \UTFC

（中国語簡体字），\UTFT（中国語繁體字），\UTFK（韓国語） OTFシーケンスに変換する．</utf82tex>

タグによって元の変換規則に戻る．<utf82tex_x>，</utf82tex> タグは出力されない．

仮に -c オプションで K（韓国語）が指定されていても <utf82tex_c> タグ以降 </utf82tex> タグ

もしくは別の <utf82tex_x> タグまでは中国語簡体字として扱う．和文の間に中国語，韓国語が混在する

場合，本タグでマーキングしておくと，オプション如何によらず適切に \UTFxシーケンスで出力し分けるこ

とができる．例を図 3（9頁）に示す．［標準］

3.1.11 十六進数形式変換機能

コードポイント U+0080超エリアの UTF-8文字を「^^十六進数形式」に変換する．テーブル変換対象文

字（キリル文字，ギリシア文字除く），CJK統合漢字，仮名，ハングル及び JIS句読点は，本変換の対象には

含まれない．pTEXでは，8ビットキャラクタの入力ではエラーとなっても，この形式だと正常に処理できる

場合がある．［ -h オプション］

3.1.12 キリル文字 T2A命令変換機能（オプション指定）

T2A フォントエンコーディングで定義されたキリル文字を，T2A シンボル命令で出力する．pTEX では

もっぱら OT2フォントエンコーディングを用いるが，PSCyrキリル Type1フォントパッケージの書体を利

用したい，というような T2Aで処理しなければならない場合に利用する．変換の定義は T2A変換テーブル

（t2a-tbl）に記述されている．［ -r オプション］
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\UTFC
\CIDC
\UTFT
\CIDT
\UTFK
\CIDK
\penalty10000
<utf82tex_x>
\UTFx{UCS2��ϻ�ʿ�}
x
c
t
k
\UTFC
\UTFT
\UTFK
</utf82tex>
<utf82tex_x>
</utf82tex>
K
<utf82tex_c>
</utf82tex>
<utf82tex_x>
\UTFx
^^��ϻ�ʿ�����
t2a-tbl


c 吉 \CID{13706} # tsuchi-yoshi

c 高 \CID{8705} # hashigo-taka

c 崎 \CID{14290} # tatsu-saki

c 碕 \CID{17009} # tatsu-saki

c 浜 \CID{8531} # mayu-hama

c 濱 \CID{8531} # mayu-hama

c 角 \CID{13682} # sagari-tuno

c 第 \CID{13910} # dai-zokuji

c 間 \CID{13693} # tsuki-ken

c 葛 \CID{7652} # かつ飾区のくず

c 芦 \CID{7961} # 芦

c 淫 \CID{4580} # 婬

c 群 羣 #

c 窓 \CID{5932} # 窗

c 翻 飜 #

c 餅 餠 #

c 略 畧 #

c 隣 鄰 #

c 連 \CID{13517} # 聯

c 欲 慾 #

c 糾 糺 #

c 萌 萠 #

図 1 特殊異体字定義

3.1.13 キリル文字 T2A命令変換機能（制御タグ指定）

<utf82tex_r> 開始タグと </utf82tex_r> 終了タグで囲んだテキスト範囲を選択的に T2Aシンボル

命令に変換する．タグは変換結果に出力されない．［標準］

3.1.14 OldSlav教会スラヴ語変換機能（オプション指定）

Śńć~TEX（SlavTEX）古代教会スラヴ語パッケージの記法による教会スラヴ語テキストを OldSlav文字シン

ボルに変換する．変換の定義は教会スラヴ語変換テーブル（ocs-tbl）に記述されている*8．［ -s オプ

ション］

*8 Śńć~TEX，OldSlav 教会スラヴ語パッケージについては「古代教会スラヴ語 Śńć~TEX 利用の手引き」http://yasuda.homeip.
net/oldslav/oldslavdoc.pdf 及び「TEX での古代教会スラヴ語の利用について」http://yasuda.homeip.net/
oldslav/oldslavtex.html を参照．
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<utf82tex_r>
</utf82tex_r>
ocs-tbl
http://yasuda.homeip.net/oldslav/oldslavdoc.pdf
http://yasuda.homeip.net/oldslav/oldslavdoc.pdf
http://yasuda.homeip.net/oldslav/oldslavtex.html
http://yasuda.homeip.net/oldslav/oldslavtex.html


［変換前（UTF-8 タイ語）］

เป็นมนุษย์

［変換後（TIS-620 十六進数）］

^^e0^^bb^^e7^^b9{\wbr}^^c1^^b9^^d8^^c9^^c2^^ec{\wbr}

図 2 タイ語文字変換

［変換前］

%<utf82tex_k> 韓国語

平骨練。

%<utf82tex_c> 中国語簡体字

平骨練。

%<utf82tex_t> 中国語繁體字

平骨練。

%</utf82tex> 和文に復帰

平骨練。森鷗外

［変換後］

\UTFK{5e73}\UTFK{9aa8}\UTFK{7df4}\penalty10000\UTFK{3002}

\UTFC{5e73}\UTFC{9aa8}\UTFC{7df4}\penalty10000\UTFC{3002}

\UTFT{5e73}\UTFT{9aa8}\UTFT{7df4}\penalty10000\UTFT{3002}

平骨練。森\UTFM{9dd7}外

［タイプセット結果］

平骨練。

平骨練。

平骨練。

平骨練。森鷗外

図 3 日中韓制御タグ

3.1.15 OldSlav教会スラヴ語変換機能（制御タグ指定）

<utf82tex_s> 開始タグと </utf82tex_s> 終了タグで囲んだテキスト範囲を選択的に OldSlav教会

スラヴ語シンボルに変換する．タグは変換結果に出力されない．［標準］
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<utf82tex_s>
</utf82tex_s>


3.2 Utf82TEX変換テーブル

Utf82TEX の外国語文字変換機能は UTF-8 文字入力文字 Á に対して，変換テーブル定義内容に従って，

“\’A”に置き換えることを基本とする．変換後のシーケンスの処理は，LATEXのフォントエンコーディングに

依存する．変換テーブルにおける文字変換仕様は表 3（10頁）の原則に従っている．

表 3 変換テーブル仕様

文字種別 変換テーブル仕様

ラテン文字 T1 エンコーディング

キリル文字 ロシア語（旧正書法含む） 可能な限り OT2エンコーディング（ローマ

ントランスクリプション）．T2A 変換指定

時は T2Aフォントエンコーディングの文字

命令に準拠．

ウクライナ語ほか現代スラヴ語 同上．

その他キリル諸語 T2A，T2B，T2Cエンコーディング

教会スラヴ文字 OldSlav 変換指定 OldSlav（LST）エンコーディング

上記以外 T2Dエンコーディング．

ギリシア文字 LGRエンコーディング（一部 Teubnerパッ

ケージ記法あり）

LATEX OT2キリル・フォントエンコーディングにおけるローマントランスリテレーションの問題は，キリ

ル文字と一対一対応でないがゆえの曖昧さである．たとえば，“ts” に対し “ts” を入力とすると，通常は LH

フォントのリガチャの定義に従って “c”で組版されてしまう．Utf82TEXではこの問題への対応として，ロシ

ア語正書法に鑑み，以下 2点の変換仕様を試みに採用している．

� “ts”は，“s”または “S”の直前に “t”または “T”が出現するとき，“t\-s”（“t”，“s”はそのときのケー

スにより大文字となる）に変換する．“\-”はハイフネーション許可を示す．

� “sh”は，“h”または “H”の直前に “s”または “S”が出現するとき，“s\textcompwordmark{}h”（“s”，

“h”はそのときのケースにより大文字となる）に変換する．“\textcompwordmark”はリガチャ／ハ

イフネーション禁止を示す．

3.3 機能上の注意事項

� 変換対象外の文字についてはそのまま出力する．主に日本語仮名は UTF-8 で出力されるわけで，

Utf82TEX実行後，pLATEX2εコンパイル実行の前に，さらに iconv，nkf 等のコード変換ツールを

利用して日本語 EUC，SJIS，JISコードに変換しておく必要がある．

� Utf82TEXで処理するのはあくまで文字に限定されるので，各種言語を TEXで処理するために必要な指

定（たとえば Babel言語オプション指定など）は利用者でコーディングしておくことに注意されたい．

� ThaiLATEX，OTFなど利用機能の前提となる TEXパッケージはあらかじめ導入しておき，TEX文書に
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\'A
iconv
nkf


もしかるべく指定しなければならない．

4 利用上の前提条件

Utf82TEXを使用するために必要な環境，サポート機能に付随する周辺ソフトウェアについて示す．

� Utf82TEX本体は実行環境として Perl 5.8.0以降が必要である．“perl -version”とコマンドを投

入してお手持ちのバージョンを確認いただきたい．筆者は FreeBSD 7-RELEASE，Mac OS X 10.4

Tigerにて開発／動作試験を行っている．Linuxなどの他の UNIX系 OSでも動作するはずである（未

確認）．Windows 2000 SP.4（ActivePerl）で動作確認済みである．Windows 98/Meはタイ語オプショ

ンをサポートしていない．

� タイ語処理機能（-t 及び -Tオプション）を利用する場合は，swath*9 及び iconvの各外部コマン

ドがあらかじめインストールされていなければならない．

� Utf82TEX は UTF-8 エンコーディングテキストを入力前提とする．したがってテキストの編集には

UTF-8が扱えるエディタが必要である．Emacs Utf82TEXドライバ Elispを利用するには，当然なが

ら GNU Emacsが前提となる．

� Emacs 20 または 21 で教会スラヴ語，キリル言語（ISO 8859-5 で定義されていない文字），古典ギ

リシア語を表示・編集するには，別途 Unicode サポートパッケージが必要である．Emacs 20.7 では

Mule-UCSまたは Otfried Cheong氏作成の oc-unicodeパッケージ*10 が利用できる．Emacs 21では

Mule-UCSのみである．Emacs 22は標準で Unicodeをサポートしている．

� Emacs 用 Unicode フォントについては，電子書体オープンラボが配布する /efont/*11，Markus

Kuhn氏による ucsfontsフォント*12 等を組み込んでおく．

� Emacsでは Leimパッケージによって多国語インプットメソッドがサポートされている．Unicodeキ

リル言語，古典ギリシア語について筆者は Quail インプットメソッドを提供している．利用方法は

「Emacsスラヴ語／古典ギリシア語汎用インプットメソッド」*13 を参照．

� Emacsスラヴ語／古典ギリシア語汎用インプットメソッド，Utf82TEX Elispは FreeBSD Emacs 20，

21及びMac OS X Tiger X11-Emacs 22.0.50で開発・試験した．Windows Meadowでも利用可能で

ある．Mac OS Xでは X11用にビルドした Emacsであれば動作する．それぞれの Unicode環境につ

いては，「Emacs 21 Unicode環境」*14，「Windows Meadow 2.10多言語環境の設定」*15，「Mac OS X

Tiger，X11-Emacs 22.0.50」*16 を参照．

� Mac OS X Carbon-Emacsでは，BDF多言語フォントが使えない関係で，添付 Elispを利用すること

ができない．X11-Emacsでご活用いただきたい．

� Windows Meadowではバージョンによって utf82tex.el がうまく動作しない場合がある．その場

*9 http://www.cs.cmu.edu/~paisarn/software.html
*10 http://www.cs.uu.nl/~otfried/Mule/
*11 http://openlab.ring.gr.jp/efont/unicode/index.html.ja
*12 http://www.cl.cam.ac.uk/~mgk25/ucs-fonts.html
*13 http://yasuda.homeip.net/rus2/emacs-im.html
*14 http://yasuda.homeip.net/rus2/emacs21.html
*15 http://yasuda.homeip.net/rus2/meadow.html
*16 http://yasuda.homeip.net/rus2/mac-emacs22.html
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合はコマンドプロンプトから実行する．Emacs 22ベースのMeadow 3.00では動作するようであるが，

筆者はMeadowでは充分な確認ができていない．

� 秀丸エディタについてはバージョン 6.09 にて試験を行っている．Windows のバージョンは XP もし

くは 2000である．Utf82TEX用秀丸マクロは，Unicodeテキストを取り扱う関係でクリップボードイ

ンタフェースを使用しており，クリップボードデータを Utf82TEXによって変換し，そのテキストを編

集画面にペーストする仕組みになっている．このときクリップボードデータの入出力に misima旧字・

旧仮名遣い変換プログラムの Javaクラスライブラリを利用しており，従って秀丸エディタ用ツールは

Java 5.0以上の実行環境（JRE 5.0ないし JDK 5.0以上）を必要とする．

� Jedit X 及び TEXShop 用の AppleScript は Mac OS X 10.4 Tiger で確認している．Jedit X エディ

タはバージョン 1.47にて，TEXShopエディタはバージョン 2.14にて，それぞれ試験を行っている．

5 インストール

5.1 UNIX

UNIX（Mac OS Xを含む）での導入手順を説明する．%，#はそれぞれ Tcshの一般ユーザ，スーパーユー

ザのコマンドプロンプトを示す．

1. パッケージの入手と展開

% wget -nH -nd http://yasuda.homeip.net/archives/\

utf82tex-0912.tar.gz

% gunzip -c utf82tex-0912.tar.gz | tar xvf -

% cd utf82tex-0912

2. インストールパスの修正

パッケージにはインストール用 Makefileを添付している．以下に示す格納パスなどの変数値を適宜

修正する．Emacs 21のユーザは 2006.12の時点では EMACSVER を 21.3 とすればよいはずである．

また Emacs 22（Emacs-cvs版）では 22.0.90 などとする．Emacs 20.7で oc-unicodeを利用す

る場合は，OCUNICODEに 1を設定する．PREFIX，UTF82TEXDIRは変更しないことをお勧めする．

PREFIX = /usr/local

EMACS = $(PREFIX)/bin/emacs

OCUNICODE = 0

EMACSVER = 22.0.50

EMACSPATH = $(PREFIX)/share/emacs

LEIMPATH = $(EMACSPATH)/$(EMACSVER)/leim

UTF82TEXDIR = $(PREFIX)/etc/utf82tex

UTF82TEXPATH = $(PREFIX)/bin
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Makefile
EMACSVER
21.3
1
PREFIX
UTF82TEXDIR


UTF82TEXELPATH = $(EMACSPATH)/$(EMACSVER)/site-lisp

TEXDIR = $(PREFIX)/teTeX/share/texmf-local

3. GNU makeによるインストール

スーパーユーザ権限で GNU make を実行する．FreeBSD では gmake コマンドを用いる．

utf82tex，utf82tex.elcが所定のパスに格納される．

# make utf82tex-install

4. 手動によるインストール

添付 Makefileによらず，手動でインストールする手順を示す．

% cd utf82tex-0912

% su -

[Utf82TEX用ディレクトリ作成］

# mkdir -p /usr/local/etc/utf82tex

[各種ファイルのコピー］

# cp -p config/utf82texrc /usr/local/etc/utf82tex

# cp -p tables/*-tbl /usr/local/etc/utf82tex

# cp -p -R contrib /usr/local/etc/utf82tex

［utf82tex モジュールのインストール］

# install -v -m 755 modules/utf82tex /usr/local/bin

# install -v -m 755 modules/utf8cat /usr/local/bin

# install -v -m 755 utils/ulatex /usr/local/bin

# install -v -m 755 utils/genchrtbl /usr/local/bin

［utf82tex.elのバイトコンパイル］

# cd elisps

# emacs -batch -f batch-byte-compile utf82tex.el

［utf82tex.elcの Emacsロードパスへの格納］

# cp -p utf82tex.elc /usr/local/share/emacs/site-lisp

# exit

% rehash

5. UTF82TEXRC環境変数の設定

環境変数 UTF82TEXRCにコンフィギュレーションファイルの絶対パスを設定する．ログインシェルの

初期設定ファイル（tcshなら .tcshrc）に記述しておくとよい．この環境変数がセットされていない

場合，またコマンドラインオプション -f でファイル指定しない限りにおいて，/usr/local/etc/
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utf82tex/utf82texrc を仮定する．本設定は付属 Makefile の標準パスでインストールした場

合不要である．

tcsh:

setenv UTF82TEXRC /usr/local/etc/utf82tex/utf82texrc

bash:

export UTF82TEXRC=/usr/local/etc/utf82tex/utf82texrc

6. コンフィギュレーションファイルの編集

パス情報システム標準値を変更したいなら，インストール環境に応じてコンフィギュレーションファ

イル設定値（式の右辺）を修正する．記述は Perlの文法に準拠する必要がある．とくにタイ語関連外

部プログラム $SWATH，$ICONV のパス，$SWOPT オプションを確認する．UNIX 系 OS で，添付

Makefileの標準設定で導入したなら，コンフィギュレーションファイルの編集は必要ないと思う．

# iconv プログラムのファイル名を絶対パスで指定する．

$ICONV = "/usr/local/bin/iconv";

# iconv プログラムのオプションを指定する．（変更不可）

$ICOPT = "-c -f UTF-8 -t TIS620";

$ICOPTR = "-c -f TIS620 -t UTF-8";

# swath プログラムのファイル名を絶対パスで指定する．

$SWATH = "/usr/local/bin/swath";

# swath プログラムのオプションを指定する．（原則変更不可）

# ただし単語分割アルゴリズムを追加してもよい（以下は標準）

$SWOPT = "-f latex";

# $ECHO echo (for Unix)

$ECHO = "/bin/echo";

# システム標準変換テーブルを絶対パスで指定する．

$EUR_TBL = "/usr/local/etc/utf82tex/euro-tbl";

# CJK変換テーブルを絶対パスで指定する．

$CJK_TBL = "/usr/local/etc/utf82tex/cjk-tbl";

# キリル T2A 変換テーブルを絶対パスで指定する．

$T2A_TBL = "/usr/local/etc/utf82tex/t2a-tbl";

# 教会スラヴ語変換テーブルを絶対パスで指定する．

$OCS_TBL = "/usr/local/etc/utf82tex/ocs-tbl";

# 拡張変換テーブル格納ディレクトリ名を絶対パスで指定する．

# 拡張変換テーブルはいくつ登録してもよい．

$EXT_DIR = "/usr/local/etc/utf82tex/contrib";
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5.2 Windows

C:Y=>はコマンドプロンプトでの入力を示している．ここでは Utf82TEXのみの説明である．

1. パッケージの入手と展開

ブラウザなどで http://yasuda.homeip.net/archives/utf82tex-0912.zip をダウン

ロードし，ワークフォルダ（ここでは C:Y=tmpとする）に解凍する．
2. インストールパスの修正

パッケージには Utf82TEX インストール用バッチファイル install.bat を添付している．これを

エディタで開いて，以下に示すインストール先パス情報などの変数値を適宜修正する．LATEX を C:Y=
usrY=localY=binにインストールしているなら修正は不要である．標準では表 4（15頁）のとおりイ

ンストールされるものとしている．

set bindir=C:Y=usrY=localY=bin
set screxe=runscr.exe

set utf82texdir=C:Y=usrY=localY=etcY=utf82tex
set extdir=C:Y=usrY=localY=etcY=utf82texY=contrib

とくに screxe 変数値を確認いただきたい．角藤先生のW32TEX*17 関連パッケージ ConTEXt*18 が

インストールされていると，LATEX プログラムをインストールした実行バイナリフォルダ（通常 C:Y=
usrY=localY=bin）のなかに runscr.exe かもしくは perlexec.exe が存在するはずである．こ

の名称を screxe変数値に指定する．

表 4 Windowsインストールパス標準値

データ パス標準値

utf82tex C:Y=usrY=localY=binY=utf82tex
utf8cat C:Y=usrY=localY=binY=utf8cat
screxe C:Y=usrY=localY=binY=runscr.exe
iconv C:Y=usrY=localY=binY=iconv.exe
swath C:Y=usrY=localY=binY=swath.exe
swathデータ C:Y=usrY=localY=binY=data
utf82texrc C:Y=usrY=localY=etcY=utf82texY=utf82texrc
utf82texテーブル C:Y=usrY=localY=etcY=utf82tex
utf82tex拡張テーブル C:Y=usrY=localY=etcY=utf82texY=contrib

3. バッチコマンドによるインストール

*17 http://www.fsci.fuk.kindai.ac.jp/kakuto/win32-ptex/web2c75.html
*18 ftp://akagi.ms.u-tokyo.ac.jp/pub/TeX/win32/context.tar.gz
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install.bat を実行する．次のようにコマンドプロンプトから指示してもよいし，エクスプローラ

でこのファイルをダブルクリックしてもよい．

C:Y=tmpY=utf82tex-0912>install

4. UTF82TEXRC環境変数の設定

環境変数 UTF82TEXRCにコンフィギュレーションファイルファイルの絶対パスを設定する．Windows

ではシステムプロパティで以下の対を登録する．

キー: UTF82TEXRC

値　: C:Y=usrY=localY=etcY=utf82texY=utf82texrc

5. コンフィギュレーションファイルファイルの編集

エディタで C:Y=usrY=localY=etcY=utf82texY=utf82texrc を必要に応じて編集する．雛形は
configY=utf82texrc-win にある．標準値を変更する場合，インストール環境に応じてコンフィ
ギュレーションファイル設定値（式の右辺）を修正する．記述は Perl の文法に準拠する必要がある．

とくにタイ語関連外部プログラム $SWATH，$ICONV のパス，$SWOPT オプションを確認する．実行

可能を示す拡張子（exe，com）をもつファイル名でなければならない．

# iconv プログラムのファイル名を絶対パスで指定する．

$ICONV = "C:/usr/local/bin/iconv.exe";

# iconv プログラムのオプションを指定する．（変更不可）

$ICOPT = "-c -f UTF-8 -t TIS620";

$ICOPTR = "-c -f TIS620 -t UTF-8";

# swath プログラムのファイル名を絶対パスで指定する．

$SWATH = "C:/usr/local/bin/swath.exe";

# swath プログラムのオプションを指定する．

# Windows は単語分割アルゴリズム追加必須（以下は標準）

$SWOPT = "-f latex -d C:/usr/local/bin/data";

# $CAT utf8cat for Windows only

$CAT = "perl C:/usr/local/bin/utf8cat";

# 文字変換基本テーブルを絶対パスで指定する．

$EUR_TBL = "C:/usr/local/etc/utf82tex/euro-tbl";

# CJK変換テーブルを絶対パスで指定する．

$CJK_TBL = "C:/usr/local/etc/utf82tex/cjk-tbl";

# キリル T2A 変換テーブルを絶対パスで指定する．

$T2A_TBL = "C:/usr/local/etc/utf82tex/t2a-tbl";
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# 教会スラヴ語用 変換テーブルを絶対パスで指定する．

$OCS_TBL = "C:/usr/local/etc/utf82tex/ocs-tbl";

# 拡張変換テーブル格納ディレクトリ名を絶対パスで指定する．

$EXT_DIR = "C:/usr/local/etc/utf82tex/contrib";

� フォルダセパレータは /を用いることができる．Windows本来の “Y=”でもよいが，これを指定す
るときは，Perl文法に準拠して “Y=Y=”のように二つ指定しなければならないことに注意．

� Windowsでタイ語処理を行う場合，$SWOPT のうち swath -d オプションを必ず指定する．こ

れは swathの分割アルゴリズムデータの格納場所である．タイ語処理のときのみ参照される．詳

細は swathのマニュアルを参照のこと．

� Perl コマンドへのパスを通しておく．環境変数 PATH に perl.exe が格納されているフォルダ

（C:Y=PerlY=binなど）が設定されていることを確認しておく．

6 利用の手引

Utf82TEXは，コマンドラインでの utf82texコマンド及び GNU Emacs関数による二つの変換操作をサ

ポートしている．

6.1 utf82texコマンドライン書式

utf82tex [ -r|-s|-g|-b|-t|-T|-x|-h|-q|-u|-c {KCT}|-f "rcfile" ]

� [ ]内のオプションは任意である．

� A|Bは Aと Bとを選択的もしくは同時に指定可能であることを示す．-txのような指定もできる．-x

を同時に指定すると，拡張変換テーブル，システム標準変換テーブルの順に内容が優先される．-r，-s

オプションを指定すると，それぞれ T2A変換テーブル，教会スラヴ語変換テーブルの定義が優先され

る．-c オプションを指定すると指定パラメータに従って漢字について中国語簡体字，中国語繁體字も

しくは韓国語への変換が優先される．

� { }内の文字は -c指定時 K，C，Tのいずれかひとつが必須であることを示す．

6.1.1 標準機能（オプション指定なし）

� キリル文字，ラテン文字，ギリシア文字をローマントランスクリプションまたは TEXシーケンスに変

換する．

� JIS 第一・第二水準で定義されていない CJK 統合漢字を \UTFM{UCS2 十六進数} もしくは

\CID{CID 番号} 形式の OTF シーケンスに変換する．ハングルは \UTFK{UCS2 十六進数} に
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変換する．

� <utf82tex_x> タグ以降の CJK 漢字を，x の値 c，t，k によってそれぞれ \UTFC， \UTFT，

\UTFKの OTFシーケンスに変換する．</utf82tex> タグによって元の変換規則に復帰する．タグ

そのものは出力されない．

� <utf82tex_r> タグ以降のキリル文字を T2Aシンボル命令に変換する．</utf82tex_r> タグに

よって元の変換規則に復帰する．タグそのものは出力されない．

� <utf82tex_s> タグ以降の文字を OldSlav シンボルに変換する．</utf82tex_s> タグによって

元の変換規則に復帰する．タグそのものは出力されない．

6.1.2 オプション

コマンドラインで指定できるオプションについて，表 5（19頁）に示す．

6.2 Emacs Elisp

6.2.1 .emacsへの記述追加

Emacsの初期設定ファイル（標準では .emacs）に以下の設定を行う．

;; Utf82TeX.el のロード

(require ’utf82tex)

;; Utf82TeX のインストールパス

(setq utf82tex-path "/usr/local/bin/utf82tex")

;; Utf82TeX rcfile の絶対パス

(setq utf82tex-rc "/usr/local/etc/utf82tex/utf82texrc")

;; Utf82TeX による変換後のバッファ・エンコーディング

;; Emacs で利用できるコーディングシステムのシンボルを記述する．

;; Emacs の TeX モードでエンコーディングを設定していると指定が

;; 有効にならない場合がある．

(setq utf82tex-out-encoding ’utf-8)

6.2.2 Emacsでの変換操作

Emacs上で UTF-8 TEX文書作成をしつつ，そのバッファ，リージョンに対し Utf82TEX変換を指示する

ための命令（関数）を表 6（20頁）に示す．関数名に含まれる -region，-bufferはそれぞれリージョン，

バッファに対する操作を表している．関数を呼び出すには対象となるリージョン，バッファを選択した状態

で，“M-x 関数名 RET”を実行する．
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表 5 Utf82TEXオプション

オプション 機能

-r キリル文字を T2A のシンボルに変換する．

-s 文字を OldSlav 教会スラヴ語のシンボルに変換する．

-g 文字をドイツ語 7ビット形式に変換する．

-b 文字を BibTEXでも通るようブレースで囲んで変換・出力する．

-t タイ語を iconvによって TIS-620コードに変換し，swathによって単語分割境界をマー

キングし，結果を「 ^^十六進数」形式で出力する．iconv， swathがインストールされ

ていなければならない．

-T タイ語を iconvによって TIS-620コードに変換し，swathによって単語分割境界をマー

キングし，結果を UTF-8で出力する．iconv，swathがインストールされていなければ

ならない．

-x 拡張変換テーブルを使って文字を変換する．拡張変換テーブル用のディレクトリに格納さ

れたすべてのテーブルを読み込み，システム標準変換テーブルにマージする．拡張変換テー

ブルの定義はシステム標準変換テーブルよりも優先される．複数の拡張変換テーブルの間

で定義が重複している場合，その優先度は Perl readdir 関数が返す拡張テーブルエント

リの順番に依存する．2006.12時点ではグルジア語用，ヴェトナム語用，機種依存文字用拡

張変換テーブルをパッケージに添付しており，-x オプションでこれらを読み込むように

なっている．

-c CJK統合漢字を \UTFx{UCS2十六進数} もしくは \CIDx{CID番号} 形式に変換する．

本オプションを指定する場合 -cに続けて以下のいずれかを選択しなければならない．

K 韓国語として扱い，\UTFK・\CIDK形式に変換する．

C 中国語簡体字として扱い，\UTFC・\CIDC形式に変換する．

T 中国語繁體字として扱い，\UTFT・\CIDT形式に変換する．

-h 標準機能変換対象外の文字を「^^十六進数」形式に変換する．ただし U+0400–U+04FF

（キリル文字），U+0370–U+03FF及び U+1F00–U+1FFF（ギリシア文字）は変換対象と

する．

-f コンフィギュレーションファイルを指定する．このオプションを省略したときは環境変数

UTF82TEXRCの設定値が参照される．

-q 致命的エラー以外は報告しない．エラーは標準エラー出力に表示する．

-u 簡易ヘルプ，$UTF82TEXRCの各種変数値を表示する．

6.3 拡張変換テーブル

利用者で独自に変換規則を追加したい場合，定義ファイルを UTF-8 エンコーディングで作成し，拡張変換

テーブル用ディレクトリに格納する．登録テーブル数はいくつでもよい．拡張変換テーブルのファイル名は

OS仕様に準拠していれば任意である．書式は以下のとおりである．
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表 6 Emacs命令

関数名 機能

utf82tex-region 指定したリージョンを Utf82TEX 標準機能（-q オプショ

ン付）で変換し，置き替える．

utf82tex-t2a-region utf82tex -rqに同じ．キリル T2A 変換．

utf82tex-ocs-region utf82tex -sqに同じ．教会スラヴ語変換．

utf82tex-thai-region utf82tex -tqに同じ．タイ語変換．

utf82tex-thai-ucs-region utf82tex -Tqに同じ．タイ語変換（UTF-8 出力）．

utf82tex-hex-region utf82tex -htqに同じ．十六進数変換．

utf82tex-korean-region utf82tex -q -c Kに同じ．韓国語変換．

utf82tex-chinese-simplified-

region

utf82tex -q -c Cに同じ．中国語簡体字変換．

utf82tex-chinese-traditional-

region

utf82tex -q -c Tに同じ．中国語繁體字変換．

utf82tex-extend-region utf82tex -xqに同じ．拡張テーブル変換．

utf82tex-buffer 当該バッファを Utf82TEX標準機能で変換し，置き替える．

utf82tex-create-buffer 当該バッファを Utf82TEX 標準機能で変換し，指定した

ファイル名で新しいバッファを作成し，カレントバッ

ファを切り替える．同時にファイルを格納する．この時

utf82tex-out-encoding変数で指定したコーディング

システムに設定する．

# コメント行

e 変換前 変換後 # コメント

c 変換前 変換後 # コメント

先頭の文字 e，cは固定である．eは基本変換の定義である．cは “▼”を前置したときに適用する特殊異体

字変換の定義を示す．要素は空白文字（スペース，タブ）で区切って記述する．はじめの二つの空白文字列を

区切りとして認識する．二つ目の空白文字列に続く文字列を「変換後」として扱う．三つ目の空白文字列より

も後の文字列に #が存在すると，当該文字列以降を「コメント」として無視する．「変換前」には変換対象と

したい一文字の UTF-8キャラクタを指定する．「変換後」には，「変換前」を置換すべき文字ないし TEXコン

トロールシーケンスを記述する．行頭に # を記述すると当該行をコメントとする．コメントは Utf82TEXの

動作には影響しない．

複数の拡張テーブル間で定義が重複すると，あとから読まれたテーブル内容が優先される．入力の順番は

Perl readdir関数の仕様に依存する．重複時のオーバーロード内容は標準エラーに出力されるので，定義が
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上書きされてしまうような場合は，メッセージを確認してファイル名称を変更するなどの対処が必要となる．

6.4 秀丸エディタ

Utf82TEXは秀丸エディタの編集画面から選択テキストの多言語テキスト変換が可能である．ここではその

ための環境設定と使い方を示す．

6.4.1 インストール

秀丸エディタ用ツールは install.batではインストールされない．別途以下の手順で設置する．

1. Javaクラスライブラリの設置

パッケージ hidemaru フォルダにある misima SOAP Javaクラスライブラリ misima.jar を適当

な場所にコピーし，その絶対パスを CLASSPATH環境変数に登録する．

2. 秀丸マクロの登録

hidemaruフォルダ内にある *.macマクロファイルを秀丸エディタの「マクロ登録」画面から登録す

る．マクロファイルと Utf82TEXオプションとの関係は表 7（21頁）のとおり．マクロ名，ショート

カットはこれに応じて利用者で分かりやすいものに設定する．

表 7 秀丸マクロ一覧

マクロファイル名 変換操作内容 オプション

utf82tex-std.mac 標準変換 -qx

utf82tex-germany.mac ドイツ語変換 -qgx

utf82tex-t2a.mac キリル T2A変換 -qrx

utf82tex-thai.mac タイ語変換 -qtx

utf82tex-ocs.mac 教会スラヴ語変換 -qsx

utf82tex-chinese-simplified.mac 中国語簡体字変換 -qx -c C

utf82tex-chinese-traditional.mac 中国語繁體字変換 -qx -c T

3. 注意事項

Utf82TEX秀丸マクロは，perl.exe 及び utf82tex Perlモジュールの場所をハードコーディング

している．もし Utf82TEXのインストールを標準値以外のフォルダに対して実施した場合，マクロ内の

パス定義情報が不整合を起こすため，マクロをエディタで開いてパスを修正すること．このときフォル

ダ・セパレータ記号（円記号）は以下のとおり必ず二個（Y=Y=）指定すること．

$Perl = "C:Y=Y=PerlY=Y=binY=Y=perl.exe";
$Prog = "C:Y=Y=usrY=Y=localY=Y=binY=Y=utf82tex";
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6.4.2 使い方

TEX原稿において変換したい多言語テキスト範囲をマウスでドラッグして選択する．この状態で，適当な

変換オプションにバインドした Utf82TEX用マクロを実行すればよい．

6.5 Jedit X

Utf82TEXはMac OS X Jedit Xエディタの編集画面から選択テキストの多言語テキスト変換が可能であ

る．ここではそのための環境設定と使い方を示す．

6.5.1 インストール

Jedit X用ツールは Makefileではインストールされない．別途以下の手順で設置する．

1. ディスクイメージのマウント

パッケージを展開したディレクトリの直下にある Utf82TeX-MacOSX.dmgディスクイメージをダブ

ルクリックしてマウントする．Finderにある “JeditX”フォルダを開くと，各種 AppleScriptファイル

が格納されている．

2. AppleScriptの登録

Jedit Xを起動し，メニューバー右端のリボンアイコンから「スクリプトウィンドウを表示」をクリッ

クし，スクリプトウィンドウを表示させる．次に，ディスクイメージの “JeditX”フォルダ内のスクリ

プトを全て選択（command+a）し，マウスでこれらをスクリプトウィンドウ内にドラッグする．これ

で Utf82TEX用 AppleScriptの組込みは完了である．

6.5.2 使い方

TEX原稿において変換したい多言語テキスト範囲をマウスでドラッグして選択する．この状態で，適当な

変換オプションにバインドした Utf82TEX用 AppleScriptを実行すればよい．

6.6 TEXShop

Utf82TEXはMac OS X TEXShopエディタの編集画面から選択テキストの多言語テキスト変換が可能であ

る．ここではそのための環境設定と使い方を示す．

6.6.1 インストール

TEXShop用ツールは Makefileではインストールされない．別途以下の手順で設置する．

1. ディスクイメージのマウント

パッケージを展開したディレクトリの直下にある Utf82TeX-MacOSX.dmgディスクイメージをダブ

ルクリックしてマウントする．Finderにある “TeXShop”フォルダを開くと，各種 AppleScript用のテ

キストファイルが格納されている．

2. AppleScriptの登録

TEXShopを起動し，「マクロ」–「マクロエディタ」を順次クリックしてマクロエディタを表示させる．
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「新規マクロ」をクリックして「内容:」のエリアに，“TeXShop” フォルダ内の提供スクリプト内容を

貼付ける．スクリプト用テキストファイルを開くには TEXShopそのものを使えばよい．「項目名:」に

はスクリプトファイル名に応じた名称を利用者で入力する．この操作をスクリプトの数だけ繰返して，

「保存」をクリックすれば登録は完了である．項目名をマウスでドラッグすることによりメニューの並

びを調整しておく．

6.6.2 使い方

TEX原稿において変換したい多言語テキスト範囲をマウスでドラッグして選択する．この状態で，適当な

変換オプションにバインドした Utf82TEX用 AppleScriptを実行すればよい．

7 適用例

7.1 TEX文書の準備

TEX文書ファイルを UTF-8エンコーディングで作成・準備する．スラヴ語はキリル文字，ギリシア語は複

式アクセント含めギリシア文字で記述する．フランス語，ドイツ語もその本来の文字で表現する．ラテン文字

については，ISO 8859-1（Latin-1），ISO 8859-2（Latin-2）で定義されている文字集合の範囲をサポートし

ているので主な西欧語，北欧語，東欧語がそのままの姿で記述できるはずである．日本語，中国語，韓国語も

包摂の問題を置けば，それぞれの言語を表現できる．

本稿であげる例をコンパイルするためには次のような指定をプリアンブルで行っておけばよい．

\documentclass[a4paper]{jsarticle}

\usepackage{inputenc}

\usepackage[OT2,T2A,T2B,T2C,T2D,T1]{fontenc}

\usepackage[thai,vietnam,%Babel by ThaiLaTeX, VnTeX

russian,ukrainian,

french,german,czech,

oldchurchslavonic,%OldSlav

polutonikogreek,

nippon]{babel}

\usepackage{thswitch}%ThaiLaTeX encoding switch

\usepackage{dblaccnt}%VnTeX

\usepackage{vietnam}%VnTeX

\usepackage{teubner}%Teubner: Classic Greek

\usepackage[deluxe,expert,multi]{otf}% OTF和文

Babel，unicode，OTF，ヴェトナム語VnTEX，タイ語ThaiLATEX，教会スラヴ語OldSlav（Śńć~TEX），Teubner

の各パッケージが必要である．Babel 言語オプションに nippon を指定している．utf82tex-0912/
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babel/ 下に日本語言語定義 nippon.ldf を添付しているので，これを TEX ツリー（/usr/local/

teTeX/share/texmf-local配下のディレクトリ階層．以降「ツリー」はディレクトリ階層を示す）にコ

ピーしておけばよい．

7.2 ヨーロッパ・ラテン文字言語

Utf82TEX は国際標準文字集合 ISO 8859-1 及び ISO 8859-2 で定義されているラテン文字の変換を行う．

ISO 8859-1は，アイスランド語，アイルランド語，イタリア語，英語，オランダ語，スウェーデン語，デン

マーク語，ドイツ語，ノルウェー語，ポルトガル語，フィンランド語，フェロー語，フランス語で用いられる

文字をカバーしている．一方 ISO 8859-2でサポートしている言語は，アルバニア語，英語，スロバキア語，

スロベニア語，セルビア・クロアチア語，チェコ語，ドイツ語，ハンガリア語，ポーランド語，ルーマニア語

である．

図 4（26頁），図 5（27頁）にラテン文字言語の直接入力例とその LATEX処理結果を示す．

7.3 キリル文字言語

Unicodeで定義されているすべてのキリル文字の変換が可能である．

極力 OT2 フォントエンコーディング・アスキートランスリテレーションで変換するが，T2A，T2B，

T2C のシンボル命令で出力する場合もある．+，fl など革命前のロシア語旧正書法文字の変換出力も可

能である．T2A，T2B，T2C フォントエンコーディングで記述できるキリル言語の一覧は TEXMF:doc/

latex/base/cyrguide.dvi（インターネットリソースでは http://www.tug.org/tex-archive/

macros/latex/doc/cyrguide.pdfなどから閲覧できる）を参照のこと．

-r オプションもしくは <utf82tex_r>，</utf82tex_r> 制御タグを指定することにより T2Aシン

ボル命令に変換する．制御タグ使用時はタグ範囲内に限定して変換する．制御タグは TEXが無視するようコ

メントとして入れておくとよい．

図 6（28頁），図 7（29頁）にキリル文字言語の直接入力例とその LATEX処理結果を示す．

例では，ウクライナ語において T2A変換を施し，PSCyr Type1フォントで組む指示を行っている．pTEX

においてキリル文字は OT2アスキートランスリテレーションで入力することが多いと思われるが，UTF-8キ

リル文字を直接タイプし，Utf82TEX T2A 変換結果でタイプセットを行うことで，T2A フォントエンコー

ディングによる PSCyr等の Type1フォントが使用できるようになる．

7.4 教会スラヴ語

Unicodeにはすべてではないが古スラヴ語／教会スラヴ語の字母が含まれている．Utf82TEXはこれらの文

字について二種類の変換をサポートしている．

T2Dエンコーディング変換

T2Dエンコーディングのシンボル命令に変換する．T2Dエンコーディングに基づく字母すべてを収録

したフォントは，筆者の知る限り LHフォントのみである．LHフォントは教会スラヴ語文字とロシア

語，ウクライナ語などの現代スラヴ語文字とでデザイン的によく相応するよう調整されている．よって

学術論文などで教会スラヴ語を記述するならもっぱら T2D変換・LHフォント使用が適していると筆
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者は考える．

OldSlav（Śńć~TEX）記法変換
OldSlavは Śńć~TEX教会スラヴ語フォントを pTEXでも利用できるよう筆者が調整したパッケージであ

る．Utf82TEXは -s オプション指定，もしくは <utf82tex_s>，</utf82tex_s> 制御タグ指定

によって Śńć~TEXオリジナル記法によるキリル文字を OldSlav教会スラヴ語命令に変換する．制御タグ

使用時はタグ範囲内に限定して変換する．クラシックな教会スラヴ語フォントでタイプセットしたい利

用者向けの機能である．

図 8（30頁），図 9（30頁）に古スラヴ語・教会スラヴ語の直接入力例とその LATEX処理結果を示す．
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\selectlanguage{french}

\section{フランス語 Français}

Souvent, la main portée au front, debout sur les vaisseaux,tandis que la lune se

balançait entre les mâts d’une façon irrégulière, je me suis surpris, faisant abstraction

de tout ce qui n’était pas le but que je poursuivais, m’efforçant de résoudre ce

difficile problème!

\hfill {\em Conte de Lautréamont, «Les Chants de Maldoror»}%

\hfill\today

\selectlanguage{german}

\section{ドイツ語 Deutsch}

Dann ließ sie ihre Hände langsam über meine Wangen heruntergleiten, und ihr Blick ruhte

mit unendlicher Innigkeit auf mir. Sie schüttelte den Kopf mit einem schmerzlichen

Ausdruck, als könnte sie irgend etwas nicht fassen. ,‌,Mußst du denn schon heute weg?{}‘‌‘

fragte sie leise.

\hfill {\em A. Schnitzler, »Die Frau des Weisen«}%

\hfill\today

\selectlanguage{czech}%

\section{チェコ語 Czech}

Posláním sdružení je vytvářet předpoklady pro všestranné využívání a další rozvoj jazyka

počítačové typografie \TeX{} a příbuzného programového vybavení pro stolní tisk, zejména

mezi českými a slovenskými uživateli.

\hfill {\em Czechoslovak \TeX{} Users Group}%

\hfill\today

\selectlanguage{nippon}

\section{Latin-1，Latin-2}

\def\De#1{\bgroup\selectlanguage{german}#1\egroup}

\def\Ch#1{\bgroup\selectlanguage{czech}#1\egroup}

\De{Ä}ÁÅÂÀÃ ÏÍÎÌ ÜÚÛÙ ËÉÆÊÈ \De{Ö}ÓØÔÒÕ Þ ÝÐÇÑ ¡¿\\

ÁĄÂĂ ÍÎ ÚŮŰ ÉĘĚ ÓŐÔ ŔŘŢŤÝŚŞŠÐĎĹŁĽŹŻŽĆÇČŃŇ\\

\De{ä}áåâàã ïíîì \De{ü}úûù ëéæêè \De{ö}óøôòõ \De{ß}þÿýđçñ áąâă íî ú\Ch{ů}ű éęě óőô

ŕřţťýśşšđďĺłľźżžćçčńň

図 4 ラテン文字言語入力例
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フランス語 Français

Souvent, la main portée au front, debout sur les vaisseaux, tandis que la lune se balançait entre

les mâts d’une façon irrégulière, je me suis surpris, faisant abstraction de tout ce qui n’était pas

le but que je poursuivais, m’efforçant de résoudre ce difficile problème !

Conte de Lautréamont, «Les Chants de Maldoror»

23 décembre 2009

ドイツ語 Deutsch

Dann ließ sie ihre Hände langsam über meine Wangen heruntergleiten, und ihr Blick ruhte mit

unendlicher Innigkeit auf mir. Sie schüttelte den Kopf mit einem schmerzlichen Ausdruck, als

könnte sie irgend etwas nicht fassen. „Mußst du denn schon heute weg?“ fragte sie leise.

A. Schnitzler, «Die Frau des Weisen»

23. Dezember 2009

チェコ語 Czech

Posláním sdružení je vytvářet předpoklady pro všestranné využívání a další rozvoj jazyka počíta-

čové typografie TEX a příbuzného programového vybavení pro stolní tisk, zejména mezi českými

a slovenskými uživateli.

Czechoslovak TEX Users Group

23. prosince 2009

Latin-1，Latin-2

ÄÁÅÂÀÃ ÏÍÎÌ ÜÚÛÙ ËÉÆÊÈ ÖÓØÔÒÕ Þ ÝÐÇÑ ¡¿

ÁĄÂĂ ÍÎ ÚŮŰ ÉĘĚ ÓŐÔ ŔŘŢŤÝŚŞŠÐĎĹŁĽŹŻŽĆÇČŃŇ

äáåâàã ïíîì üúûù ëéæêè öóøôòõ ßþÿýđçñ áąâă íî úůű éęě óőô ŕřţťýśşšđďĺłľźżžćçčńň

図 5 ラテン文字言語出力例
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\selectlanguage{russian}

\section{ロシア語 %

\protect\fontencoding{OT2}\protect\selectfont{}Russki� }
\fontencoding{OT2}\selectfont%

Pre�de vsego otkroem ta�nu kotoru� Master ne po�elal otkryt~ Ivanuxke. Vozl�blennu�
ego zvali Margarito� Nikolaevno�. Vse, qto Master govoril o ne�, bylo suwe� pravdo�. On
opisal svo� vozl�blennu� verno. Ona byla krasiva i umna.

\hfill

{\em M. Bulgakov, <Master i Margarita>}\par

\hfill\today

\selectlanguage{ukrainian}%

%%<utf82tex_r> t2a control

\section{ウクライナ語 %

\protect\fontencoding{T2A}\protect\selectfont Ukra =n~ska}
\fontencoding{T2A}\selectfont%

\textac{% PSCyr Akademicheskaja font

V�dv�du�qi memor�al~n� muze = Gete, Puxk�na, Tolstogo, ko�en zverta
 uvagu na kolosal~n�
osobist� b�bl�oteki cih titan�v sv�tovo = kul~turi. Ma
 � ukra =ns~ki� narod pod�bnogo
veleta. Ce---Taras Xevqenko. }

%%</utf82tex_r>

\hfill

{\em \textlatin{\tt http://kobzar.info/our/library/}}\par

\hfill\today

\selectlanguage{nippon}%

\section{ロシア語旧正書法ほかキリル諸語}

T2A: \fontencoding{T2A}\selectfont � �¡�ƒ�'�«�·�µ�•�⁄�‹�”�°

T2B: \fontencoding{T2B}\selectfont �¥�«�‹�fl�›�•�§

T2C: \fontencoding{T2C}\selectfont �·�‡�ƒ�£�«�¡�‚�–�†�fi

OT2: \fontencoding{OT2}\selectfont #�� +��

図 6 キリル文字言語入力例

28



ロシア語 Russki�

Preıde vsego otkroem tanu kotoru‰ Master ne poıelal otkryt~ Ivanuxke. Vozl‰blennu-

‰ ego zvali Margarito‰ Nikolaevno. Vse, qto Master govoril o ne, bylo suwe pravdo.

On opisal svo‰ vozl‰blennu‰ verno. Ona byla krasiva i umna.

M. Bulgakov, � Master i Margarita �
23 dekabrffl 2009 g.

ウクライナ語 ÓŒðà¤íüæŒà

´iäâiäóþ÷Ł ìåìîðiàºüíi ìóçå¤ ˆåòå, ˇółŒiíà, Òîºæòîªî, Œîæåí çâåðòà„ óâàªó íà Œîºîæàºüíi îæîÆŁæòi
ÆiÆºiîòåŒŁ öŁı òŁòàíiâ æâiòîâî¤ ŒóºüòóðŁ. Ìà„ i óŒðà¤íæüŒŁØ íàðîä ïîäiÆíîªî âåºåòà. Öå�Òàðàæ
Øåâ÷åíŒî.

http://kobzar.info/our/library/

23 ªðóäíÿ 2009 ð.

ロシア語旧正書法ほかキリル諸語

T2A: � �¡�ƒ�'�«�·�µ�•�⁄�‹�”�°
T2B: �¥�«�‹�fl�›�•�§
T2C: �·�‡�ƒ�£�«�¡�‚�–�†�fi
OT2: #–» +flfi

図 7 キリル文字言語出力例
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\selectlanguage{nippon}%
\section{教会スラヴ語\protect\SlavTeX{}}
{\selectlanguage{oldchurchslavonic}%
%%<utf82tex_s> OldChurchSlavonic control
”Àøå æå ïîä\œ Œº’ÿòâîþ <Łº‘Ł qºó÷’åíiåìœ <àðıiåð’åØæŒŁìœ <Łº‘Ł <iåð’åØæŒŁìœ Æ’ßæòü, <Łº‘Ł
”àøå Œº’ÿòâó <oòö‘à æâîåª‘w <Łº‘Ł ì’àòåðå æâîå‘ÿ íàâåä‘å íà æ‘ÿ, <Łº‘Ł æâîåì‘ó ïðîŒº’ÿòiþ
ïîäïàä‘å, <Łº‘Ł Œº’ÿòâó ïðåæòóï‘Ł, <Łº‘Ł <Łí’ßìŁ í’ýŒiŁìŁ ªðýı^Ł ”jŒw ÷åºîâ’ýŒœ æâÿç’àæÿ:
%%</utf82tex_s>

\hfill
{\em \SlavTeX{} \textlatin{sample}}\par
\hfill\today}

\section{T2D古スラヴ語・教会スラヴ語}
\fontencoding{T2D}\selectfont �«�”�¢�£�•�‚�§�µ ���“�†�‹�fi�›�–

図 8 古スラヴ語・教会スラヴ語入力例

教会スラヴ語 Śńć~TEX
­Ăéě ęě ŕőď– łń¿âćőî »ĺńĺ„ qńãçşŋiěňê »ăàåiěàşľáłĺňê »ĺńĺ„ »“ěàşľáłĺňê ąźáâì, »ĺńĺ„ ­ăéě łń¿âćã »oâæă„ áćőěčw„ »ĺńĺ„ ňřâěàě
áćőěï„ ŋăćěďě„ ŋă áï„ , »ĺńĺ„ áćőěňÎ ŕàőłń¿âiî ŕőďŕăďě„, »ĺńĺ„ łń¿âćã ŕàěáâãŕĺ„, »ĺńĺ„ »ĺŋźňĺ ŋžłiĺňĺ čàíåÒ ­jłw çěńőćžłê
áćïğřáï:

Śńć~TEX sample

23 äåŒàÆðÿ 2009 ª.

T2D古スラヴ語・教会スラヴ語

�«�”�¢�£�•�‚�§�µ ���“ �†�‹�fi�›�–

図 9 古スラヴ語・教会スラヴ語出力例
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7.5 ギリシア語

Unicode は複式アクセント記法を含め現代，古典ギリシア語の文字を揃えている．Utf82TEX は一部のコ

プト文字を除き，これらのギリシア文字の Babelギリシア語 LGRエンコーディング及び Teubner古典文献

学パッケージ記法への変換が可能である．図 10（31 頁），図 11（32 頁）にギリシア語の直接入力例とその

LATEX処理結果を示す．

\section{古典ギリシア語}

{\selectlanguage{polutonikogreek}%

\begin{verse}

^Andra moi Œnnepe, MoÜsa, polÔtropon, çc m�la poll� \\

pl�gqjh, âpe¨ Tro—hc Éerìn ptol—ejron Œperse. \\

pollÀn d�� �njr‚pwn Òden �stea ka¨ nìon Œgnw, \\

poll� d�� í g�� ân pìntœ p�jen �lgea çn kat� j�umìn, \\

�rnÔmenoc ¡n te y�uq�n ka¨ nìston Æta—rwn. \\

�ll�� o˛d�� `c Æt�rouc ârrÔsato, ÉŁmenìc per; \\

a˛tÀn g�r sfetŁrøsin �tasjal—øsin îlonto, \\

n pioi, o¸ kat� boÜc <Uper—onoc >Hel—oio \\

¢sjion; a˛t�r å toØsin �fe—leto nìstimon “mar. \\

tÀn �mìjen ge, je�, jÔgater Diìc, e˚pà ka¨ �mØn. \\

\end{verse}

\hfill [ \textit{VOmhroc} ]\makebox[10em]{}

\vspace{3ex}%

ABGDEZHJIKLMNXOPRSTUFQYW abgdezhjiklmnxoprsc tufqyw\\

’A<A_ACA^AVA\A@A �������� >E<E_ECE^EVE âÆºªŒØ >H<H_HCH^HVH\H@H ��«£¢¡“'\\

>I<I_ICI^IVI\I@I ˚ É Ó ¸ Ò Ñ Ú Ù >O<O_OCO^OVO æåïçîí <UCUVU@U ˛˝×ˇÖÕÞÝ \\

>W<W_WCW^WVW\W@W †–»‡”„´` �� àŁ �  ¨— äì ÌÔ °‚\\
>	<	_	_	^	V	\	@	 �������� >
<
_
C
^
V
\
@
 ��fl§ƒ¥fi› \\

>�<�_�C�^�V�\�@� ¶µ¿•¾‰˘¯ �A�A‘A’A	 �a�a�ł��� \\

‘E’E ‘H’H
 �ø⁄¤‹ �I �I‘I’I �i �i ò æ Ø ó \\

�u�u ıö üß Ü÷ �U�U ‘U’U <R ‘O’O‘O’O� ·œ…À˜\\
’A’E’H’I ’O’U’W Ûß �Ł —ìÔ‚ ðô òö fl £ # U’Uß `$´ �� �� ˆ� �� �� • % c j " e; d�

\textlatin{Greek Accents}

þ ÿ | ? ’ # ; > | > ~  _ ^ \ C V @ $ # ‘ ’ < \par

\hfill\today}

図 10 ギリシア語入力例
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古典ギリシア語

^Andra moi Œnnepe, MoÜsa, polÔtropon, çc m�la poll�
pl�gqjh, âpe¨ Tro—hc Éerìn ptol—ejron Œperse.
pollÀn d� �njr‚pwn Òden �stea ka¨ nìon Œgnw,
poll� d� í g� ân pìntœ p�jen �lgea çn kat� j�umìn,
�rnÔmenoc ¡n te y�uq�n ka¨ nìston Æta—rwn.
�ll� o˛d� `c Æt�rouc ârrÔsato, ÉŁmenìc per;
a˛tÀn g�r sfetŁrøsin �tasjal—øsin îlonto,
n pioi, o¸ kat� boÜc <Uper—onoc >Hel—oio
¢sjion; a˛t�r å toØsin �fe—leto nìstimon “mar.
tÀn �mìjen ge, je�, jÔgater Diìc, e˚pà ka¨ �mØn.

[ VOmhroc]

ABGDEZHJIKLMNXOPRSTUFQYW abgdezhjiklmnxoprsc tufqyw
’A<A_ACA^AVA\A@A �������� >E<E_ECE^EVE âÆºªŒØ >H<H_HCH^HVH\H@H ��«£¢¡“'
>I<I_ICI^IVI\I@I ˚ É Ó ¸ Ò Ñ Ú Ù >O<O_OCO^OVO æåïçîí <UCUVU@U ˛˝×ˇÖÕÞÝ
>WWWWWWWW †–»‡”„´` �� àŁ �  ¨— äì ÌÔ °‚
>	<	_	_	 	̂V	\	@	 �������� >
<
_
C
^
V
\
@
 ��fl§ƒ¥fi›
>�<�_�C�^�V�\�@� ¶µ¿•¾‰˘¯ �A �A‘A’A	 �a�a�ł���
‘E’E ‘H’H
 �ø⁄¤‹ �I�I‘I’I �i �i ò æ Ø ó
�u�u ıö üß Ü÷ �U �U ‘U’U <R ‘O’O‘O’O� ·œ…À˜
’A ’E ’H ’I ’O ’U ’W Ûß �Ł —ìÔ‚ ðô òö β £ ϑ U’Uß φ$χ �� �� ˆ� �� �� κ % c j ε e; d�
Greek Accents

þ ÿ | ? ’ # ; > | > ~  _ ^ \ C V @ $ # ‘ ’ <
23 Dekembr—ou 2009

図 11 ギリシア語出力例
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7.6 タイ語

タイ語には単語の境界でのみ改行が許容されるという正書法がある．-tもしくは -T オプションを指定す

ると，Utf82TEXは，Unicodeのタイ文字からなるテキスト断片を TIS-620タイ文字集合に変換し，タイ語単

語境界マーキングソフトウェアである swath を呼び出して単語境界にブレークポイントを挿入する．UNIX

の場合標準では {\wbr} コントロールシーケンスが挿入される．このマーキング部分で必要に応じて改行さ

れるようにするためには，{\wbr}に対してこれを実現する定義をしておく必要がある．図 12（33頁）がそ

の定義である．これは単にグルーを挿入しているだけである．例ではグルーの延び縮みは 0.6ptに設定してい

る．“Overfull \hbox”メッセージが出て，行端がはみ出てしまうような場合，この数値を大きくして調整

するとよい．

\def\wbr{\hskip0pt plus0.6pt minus0.6pt\relax}%

図 12 タイ語単語境界分割定義

タイ語 ThaiLATEXを前提としている*19．ThaiLATEXには Babelタイ語言語定義 thai.ldfが添付されて

いる．\today タイ歴の年月日，キャプションを出力したい場合は，図 13（33頁）のように thai.ldf を

トノ氏作成 8bt2ptex.plによって「^^十六進数」形式に変換しておくとタイ語が文字化けしない*20．

# cd /usr/local/teTeX/share/texmf-local/tex/generic/babel

# cp -p thai.ldf thai.ldf.orig

# 8bt2ptex.pl thai.ldf.orig > thai.ldf

図 13 thai.ldf変換

図 14（34頁），図 15（34頁）にタイ語の直接入力例とその LATEX処理結果を示す．

*19 http://linux.thai.net/．ダウンロードは ftp://linux.thai.net/pub/thailinux/software/thailatexか
ら UNIX用最新版が入手できる．Windows版は http://miktexthai.sourceforge.net/から取得する．

*20 8bt2ptex.plスクリプトは稲垣徹氏のサイト http://www2.tba.t-com.ne.jp/ing/からダウンロード可能である．
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\selectlanguage{thai}%

\section{タイ語 ภาษาไทย }

\def\wbr{\hskip0pt plus0.6pt minus0.6pt\relax}%

\fontencoding{LTH}\fontfamily{norasi}\selectfont%

เป็นมนุษย์สุดประเสริฐเลิศคุณค่ากว่าบรรดาฝูงสัตว์เดรัจฉานจงฝ่าฟันพัฒนาวิชาการอย่าล้างผลาญฤๅเข่นฆ่าบีฑา
ใครไม่ถือโทษโกรธแช่งซัดฮึดฮัดด่าหัดอภัยเหมือนกีฬาอัชฌาสัยปฏิบัติประพฤติกฎกำหนดใจพูดจาให้จ๊ะๆ จ๋าๆ
น่าฟังเอยฯ
\hfill\today

図 14 タイ語入力例

タイ語 ภาษาไทย

เป็นมนุษยส์ุดประเสริฐเลิศคุณค่ากว่าบรรดาฝูงสัตวเ์ดรัจฉานจงฝ่าฟันพัฒนาวิชาการอย่าล้างผลาญฤๅเข่นฆ่าบีฑาใคร
ไม่ถือโทษโกรธแช่งซัดฮึดฮัดด่าหัดอภัยเหมือนกีฬาอัชฌาสัยปฏิบัติประพฤติกฎกำหนดใจพูดจาให้จ๊ะๆ จ๋าๆ น่าฟัง
เอยฯ

23 ธันวาคม พ.ศ. 2552

図 15 タイ語出力例
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7.7 ヴェトナム語

ヴェトナム語の変換規則は拡張変換テーブルで実現しており，-x オプション付きで実行する．

図 16（35頁），図 17（35頁）にヴェトナム語の直接入力例とその LATEX処理結果を示す*21．

\selectlanguage{vietnam}%
\section{ ヴェトナム語%
{\protect\fontencoding{T5}\protect\selectfont Ti‚ng Vi»t}}
\fontencoding{T5}\selectfont%
Phƒn �Nhœng c¥u häi v  gi£i �¡p th÷íng g �⁄p�(vi‚t t›t tł ti‚ng Anh l  FAQ) �÷æc n¶u ra ð
�¥y nh‹m möc �‰ch thu th“p nhœng c¥u häi th÷íng g �⁄p trong thüc t‚ v  nhœng líi gi£i �¡p
th‰ch hæp nh§t cıa nâ. Tł lƒn §n b£n cuŁi còng �‚n nay, �¢ câ nhœng sü thay �Œi kh¡ lîn
trong c§u tróc cıa FAQ. \textbf{�” hi”u rª hìn b⁄n n¶n xem l⁄i ch÷ìng �L m sao tæi câ th”
�åc �uæc FAQ�.}

\hfill{\em CJK samples}}\par
\hfill\today

図 16 ヴェトナム語入力例

ヴェトナム語 Ti‚ng Vi»t

Phƒn �Nhœng c¥u häi v  gi£i �¡p th÷íng g�⁄p� (vi‚t t›t tł ti‚ng Anh l  FAQ) �÷æc n¶u ra ð �¥y
nh‹m möc �‰ch thu th“p nhœng c¥u häi th÷íng g�⁄p trong thüc t‚ v  nhœng líi gi£i �¡p th‰ch hæp
nh§t cıa nâ. Tł lƒn §n b£n cuŁi còng �‚n nay, �¢ câ nhœng sü thay �Œi kh¡ lîn trong c§u tróc
cıa FAQ. �” hi”u rª hìn b⁄n n¶n xem l⁄i ch÷ìng �L m sao tæi câ th” �åc �uæc FAQ�.

CJK samples
Ng y 23 th¡ngm÷íi hain«m 2009

図 17 ヴェトナム語出力例

*21 VnTEX-3.02添付のフォント定義 t5cmtt.fd にはバグがある．10行目 “<5><6><7><8>vntt8<9>cmtt9%”の cmtt9 は誤
りであって， vntt9が正しい．直接入力例では修正したもので出力した．
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7.8 Unicode漢字，異体字，機種依存文字

「鷗」や「禱」などの JIS第一・二水準で定義されていないUnicode漢字を \UTFM{9dd7}や \UTFM{79b1}

に変換する．「▼」を前置することで異体字を出力できる場合がある．

記号類，半角カナなど機種依存文字として知られる文字の変換が可能である．これは大友康寛氏が提供くだ

さった拡張変換テーブルで実現しており，-x オプション付きで実行する．

プリアンブルに OTFパッケージを指定しておく．

図 18（36頁），図 19（36頁）に直接入力例とその LATEX処理結果を示す．

森鷗外，祈禱書，▼吉野家，内田百▼間，▼高島屋，髙島屋

①⑳ⅦⅧ ㌶㍑㎞㎎℡ ㈱㈲㈹ ㍾㍽㍼㍻ ≒≡∫∮纊褜鍈銈蓜俉 ｱｲｳｴｵｶｷｸｹｺ

図 18 Unicode漢字・異体字・機種依存文字入力例

森鷗外，祈禱書，𠮷野家，内田百閒，髙島屋，髙島屋

①⑳ⅦⅧ ㌶㍑㎞㎎℡ ㈱㈲㈹ ㍾㍽㍼㍻ ≒≡∫∮纊褜鍈銈蓜俉 ｱｲｳｴｵｶｷｸｹｺ

図 19 Unicode漢字・異体字・機種依存文字出力例

7.9 中韓文字

OTF パッケージは \UTFC，\UTFT，\UTFK コントロールシーケンスによってそれぞれ中国語簡

体字，中国語繁體字，韓国語の漢字を優先的に拾う機能を有している．-c C|T|K オプションまたは

<utf82tex_c|t|k> 制御タグ（| の部分は中国語簡体字，中国語繁體字，韓国語に応じて選択）によって

漢字を \UTFx シーケンスに変換する．句読点（。、．，）についてのみ “\penalty10000”を前置してそこで

改行されないよう配慮している．ハングルと判断できる文字は標準で \UTFKコントロールシーケンスに変換

する．

プリアンブルに OTFパッケージを指定しておく．

図 20（37頁），図 21（38頁）に直接入力例とその LATEX処理結果を示す．中韓の例文はいずれも CJKパッ

ケージのサンプルから採ったものである．
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\UTFM{9dd7}
\UTFM{79b1}
\UTFC
\UTFT
\UTFK
\UTFx
\penalty10000
\UTFK


\section{日本語}
雪後庵は起伏の多い小石川界隈の高臺にあつて、幸ひに戰災を免かれた。
三千坪に及ぶ名高い小堀遠洲流の名園と共に、京都のとある名刹から移された中雀門も、奈良の古い寺をそのま
ゝ移した玄關や客殿も、あとに建てられた大廣間も、何一つ損なはれてゐなかつた。

戰後の財產税さわぎの只中に、雪後庵は元の持主の實業家の茶人の手から、美しい元氣な女主人の手に渡つて、た
ちまち名高い料理屋になつた。

\vspace{1zh}%
\hfill 三島由紀夫『宴のあと』

\vspace{1zh}%
骨練平。

%%<utf82tex_k>
\section{韓國語}
이 FAQ 은 자주 반복되는 질문과 그에 대한 대답을 간단명료한 양식으로모아 엮어졌습니다．
이 FAQ 의 구조는 지난 판에 비하여 획기적으로변경되었습니다．
상세한 것은 “이 FAQ 을 어떻게 읽을 것인가” 라는 대목을 참조하시기 바랍니다．

\vspace{1zh}%
骨練平。
%%</utf82tex>

%%<utf82tex_c>
\section{简体中文}
本常问问答集 (FAQ list)
是从一些经常被问到的问题及其适当的解答中。以方便的形式摘要而出的。
跟上一版不同的是、其编排结构已彻底改变。
有关新结构的细节、可参考如何阅读本问答集及了解其编排结构该项中的说明。

\vspace{1zh}%
骨练平。
%%</utf82tex>

%%<utf82tex_t>
\section{繁體中文}
本常問問答集 (FAQ list)
是從一些經常被問到的問題及其適當的解答中、以方便的形式摘要而出的。
跟上一版不同的是、其編排結構已徹底改變。
有關新結構的細節、可參考如何閱讀本問答集及了解其編排結構該項中的說明。

\vspace{1zh}%
骨練平。
%%</utf82tex>

図 20 CJK統合漢字入力例
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日本語

雪後庵は起伏の多い小石川界隈の高臺にあつて、幸ひに戰災を免かれた。三千坪に及ぶ名高い小堀遠

洲流の名園と共に、京都のとある名刹から移された中雀門も、奈良の古い寺をそのまゝ移した玄關や

客殿も、あとに建てられた大廣間も、何一つ損なはれてゐなかつた。

戰後の財產税さわぎの只中に、雪後庵は元の持主の實業家の茶人の手から、美しい元氣な女主人の手

に渡つて、たちまち名高い料理屋になつた。

三島由紀夫『宴のあと』

骨練平。

韓國語

이 FAQ 은 자주 반복되는 질문과 그에 대한 대답을 간단명료한 양식으로모아 엮어졌습니다． 이 FAQ

의 구조는 지난 판에 비하여 획기적으로변경되었습니다． 상세한 것은 “이 FAQ 을 어떻게 읽을 것인

가” 라는 대목을 참조하시기 바랍니다．

骨練平。

简体中文

本常问问答集 (FAQ list) 是从一些经常被问到的问题及其适当的解答中、以方便的形式摘要而出的。跟

上一版不同的是，其编排结构已彻底改变。有关新结构的细节、可参考如何阅读本问答集及了解其编排

结构该项中的说明。

骨练平。

繁體中文

本常問問答集 (FAQ list) 是從一些經常被問到的問題及其適當的解答中、以方便的形式摘要而出的。跟

上一版不同的是、其編排結構已徹底改變。有關新結構的細節、可參考如何閱讀本問答集及了解其編排

結構該項中的說明。

骨練平。

図 21 CJK統合漢字出力例

38



図 22 Emacs操作（変換前） 図 23 Emacs操作（変換後）

7.10 Emacs環境

GNU Emacsでの変換は 1TEX文書ソースを作成しつつ，リージョンに対し適宜必要なオプションを指定し

て Utf82TEXを実行するのに向いている．-c オプションで \UTFK，\UTFCなどに CJK漢字を変換したい

場合，コマンドラインからファイルに対し実行するとテキストすべてに適用されて，通常の日本語も \UTFK

のシーケンスに変わってしまう．こういうときは Emacsでリージョンを指定して必要な部分のみを変換する

のがよい．もちろん，<utf82tex_x> タグで制御してもよい．

Emacs環境での変換前後の様子をそれぞれ図 22（39頁）及び図 23（39頁）に示す．

39

\UTFK
\UTFC
\UTFK
<utf82tex_x>


8 ユーティリティ

8.1 ulatex

Utf82TEX の出力は UTF-8 エンコードであり，さらに EUC などの日本語文字コードに変換して pLATEX

処理を行う必要がある（40頁，図 24）．

% utf82tex -tx < src.tex | iconv -c -f UTF-8 -t ISO-2022-JP > src.jis

% platex src.jis

% dvipdfmx -l src.dvi

図 24 Utf82TEXコマンドライン実行例

原稿修正のたびに図 24（40頁）のようにいちいち utf82tex，iconv，platex，dvipdfmxコマンド

群をタイプするのは億劫だという利用者は，ulatexユーティリティを利用できる．ulatex <UTF-8 TEX

ファイル>を実行することによって，同一ジョブ名の PDF生成まで自動化できる．ファイルの .tex拡張子

は省略できる．ulatexは UTF-8の TEXファイルを処理する簡易 platexコマンドのようなものである．

ulatex ユーティリティは UNIX 用シェルスクリプト，Windows 用バッチファイルとして添付されてい

る．単純なものなので，PS変換を加える等，利用者の好みでカスタマイズしていただきたい．変数の設定で

パス値をインストール環境に合わせておく必要がある．

UNIX版 ulatexは引数が複数指定されると，最後のものは TEXファイルとして扱い，残りを dvipdfmx

に渡すようになっている．ulatex -l -p b5 src とすると “-l -p b5”オプション付きで dvipdfmx

が起動され，landscape B5版サイズで PDF src.pdfが生成される．

UNIX版 ulatexでは，コンパイル・ログに references warningが出力されている場合，未解決参照があ

るものとしてこれが解決するかまたは最大 MAXC回数（5回）まで platexを再実行するようになっている．

8.2 genchrtbl

添付 Makefile，install.bat で拡張テーブル生成支援ユーティリティ utils/genchrtbl がイン

ストールされる．これは拡張テーブルのテンプレートを生成するツールである．作成したい Unicode文字の

コードポイント範囲を十六進数で指定すると，その指定コードポイント範囲で次のような形式でテーブルの雛

形テキストを生成し，標準出力に書き出す．

e UTF-8文字 * # U+コードポイント Unicode文字名称

40

utf82tex
iconv
platex
dvipdfmx
ulatex
.tex
ulatex
platex
ulatex
ulatex
dvipdfmx
dvipdfmx
src.pdf
platex
Makefile
install.bat
utils/genchrtbl


出力されたテキストを Unicode対応エディタで開き，“*”の部分に対してユーザの変換したい TEXシーケ

ンスを記述していけばよい．Perl Unicode実装においてコードポイントの文字が未定義の場合，テキスト行

頭に #を付加し，コメント行として生成する．#以降の文字列（Unicodeコードポイント，文字名称）はコメ

ントであり，削除・修正しても構わない．

例えば，以下のように実行すると，キリル文字のテーブルテンプレート cyrtmpl.tblが生成される．

% genchrtbl 0400 04ff > cyrtmpl.tbl

% cat cyrtmpl.tbl

e �̄ * # U+0400: CYRILLIC CAPITAL LETTER IE WITH GRAVE

e � * # U+0401: CYRILLIC CAPITAL LETTER IO

e � * # U+0402: CYRILLIC CAPITAL LETTER DJE

e �̂ * # U+0403: CYRILLIC CAPITAL LETTER GJE

e � * # U+0404: CYRILLIC CAPITAL LETTER UKRAINIAN IE

......

9 その他

9.1 利用条件

本ソフトウェアはフリーソフトウェアで無償にて利用できる．GNU GPLを適用する．本ソフトウェアに

含まれるプログラム，ドキュメントの運用結果に関し作者及びその関係者はいかなる責任も負わない．利用者

の責任でご活用いただきたい．

Utf82TEXはベータ版である．「巧遅拙速に如かず」，「今日という日を摘め」との言を頼りに乏しい知識を

も省みず拵えたところがあり，文字とその変換結果の対応関係において自信のない部分もある．ご指摘をお待

ちする．ご意見，ご質問は題記メールアドレスまでご連絡いただけると幸いである．

9.2 謝辞

パッケージに同梱されているグルジア語／ヴェトナム語／機種依存文字変換用拡張テーブルは，大友康寛氏

より提供された Perlソースコードから作成したものである．

CJK Unicodeテーブルは角藤亮氏 utf8toutfのコードを参考にさせていただいた．

大友氏，角藤氏に深謝申し上げたい．

9.3 misima

筆者は，TEXプリプロセッサとして，misima旧仮名遣い・旧字変換支援を別に公開している．misimaは

和文表記変換を主機能とするが，Utf82TEXと同等の TEX多言語文字変換機能を実装している上，さらに古

典籍組版向けの変換機能（下記参照）を有している．

misimaは Perl 5.8.0以上，日本語形態素解析システム『茶筌』2.3.3*22 がインストールされた環境で動作す

*22 http://chasen.naist.jp/hiki/ChaSen/
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る．利用者の計算機に misimaをインストールしなくとも，ブラウザ，GNU Emacs，コマンドラインから利

用できるWebサービスを作者のサイトで公開している．現代表記向けに調整された IMEを使いつつ，旧仮名

遣い，旧字体の文章を大量に引用しなければならない TEX利用者の課題・利便性を考慮したつもりである*23．

� 新字，略字を旧字体，異体字に変換する．Unicodeにない異体字は OTFパッケージ \CID命令参照で

出力することができる．

� 一定のシーケンスからなるベタの文字列を旧字体に変換し，藤田眞作氏の漢文訓点パッケージ
sfkanbun*24 のフォーマットに整形する．入力と出力をそれぞれ図 25（42 頁）及び図 26（43 頁）

に示す．

\DeclareAJKundokuStyle%
\let\ninojiten=\ajvarNinoji%

<misima_kanbun>
顔淵・季路待ス．子曰ハク，盍なんゾ３ルト各々言ハ２爾なんぢノ志ヲ１．
</misima_kanbun>

\DeclareOriginalKundokuStyle%
<misima_kanbun>
楽シム G得テ２天下之英才ヲ１而教 C-育スルヲ之ヲ J．
</misima_kanbun>

<misima_kanbun>
聞ク H吏部ノ有リ G以テ２博学宏くわう辞じヲ１選ブ者 J，人尤もっとモ謂いヒ２之ヲ才ト１，得うト O美仕ヲ
K．
</misima_kanbun>

<misima_kanbun>
既ニ出デテ得２其船ヲ１，便チ扶そヒ２向さきノ路みちニ１，処処ニ誌しるス R之ヲ．
及ビ２郡下ニ１，詣いたりテ２太守ニ１，説クコト如シ R此かくノ．
太守即すなはチ遣しムルモ G人ヲシテ随したがヒテ２其ノ往クニ１，尋ネ C向ニ所ヲ JR誌セシ，遂ニ迷ヒテ不
２復得１ R路ヲ．
</misima_kanbun>

<misima_kanbun>
闔かふ廬りよ曰ハク，「可キ３試ミニ以テス２婦人ヲ１乎」．
曰ハク，「可ナリ」．
於テ R是ここニ許ス R之ヲ．
</misima_kanbun>

図 25 漢文訓点変換（入力）

� 和文繰返し表現を OTFパッケージ「くノ字点」\ajKunoji，\ajDKunoji に変換する．例は図 27

（43頁）を参照．

*23 詳細は http://yasuda.homeip.net/misima/を参照．
*24 http://imt.chem.kit.ac.jp/fujita/fujitas2/texlatex/tategumi/sfkanbun.sty
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図 26 漢文訓点変換（出力）
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図 27 くの字点変換

9.4 変更履歴

� 2003/05/03 初版公開
� 2004/04/25 スラヴ語，ギリシア語サポート
� 2005/12/28 0512 タイ語，拡張テーブル，中韓制御タグサポート
� 2006/06/09 0606 教会スラヴ語，Windowsサポート，ulatex，genchrtblユーティリティ
� 2006/12/10 0612 中韓 \penalty10000挿入
� 2007/01/26 0701 BibTEXアクセント記法を考慮したテーブル仕様変更
� 2007/07/14 0707 古典ギリシア語例中の省音（elision）を訂正
� 2007/11/12 0711 ドイツ語・BibTEXオプション，秀丸・Jedit X・TEXShopインタフェース
� 2009/06/28 0906 Unicode CJK Extension B漢字サポート
� 2009/12/23 0912 -hキリル／ギリシア文字を変換対象に変更
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